
９
月
４
日
、
杏
林
舍
と
ト
ム

ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
の
共
催
で
、

ScholarO
ne M

anuscripts
TM

（
以
下
Ｓ
１
Ｍ
）
ユ
ー
ザ
ー
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
４
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
を
迎
え
た
本
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
は
、
Ｓ
１
Ｍ
の
魅

力
と
効
率
的
な
使
い
方
の
紹
介

に
加
え
、
研
究
・
出
版
倫
理
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
ユ
ー
ザ

ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
毎
に
増
し
て
き

た
お
客
様
の
期
待
と
ト
ピ
ッ
ク

へ
の
関
心
の
高
さ
を
表
す
よ
う

に
、
参
加
者
数
は
過
去
最
多
と

な
り
、
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
は
満
場
の
お
客
様
で

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ｓ
１
Ｍ
の
ユ
ー
ザ

ー
だ
け
で
な
く
、
導
入
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
お
客
様
に
も
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

新
規
の
お
客
様
に
も
Ｓ
１
Ｍ
に

つ
い
て
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、

ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
の

George Kow
al

氏
に
よ
っ
て

『
世
界
の
学
会
・
出
版
社
か
ら

Ｓ
１
Ｍ
が
選
ば
れ
て
い
る
理

由
』
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ー
タ
や
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て

分
か
り
や
す
く
Ｓ
１
Ｍ
の
魅
力

が
語
ら
れ
た
他
、
最
近
搭
載
さ

れ
た
機
能
や
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
機
能
の
活
用
で

目
標
達
成
！
書
類
収
集

の
煩
わ
し
さ
を
解
消
す
る

「e-form

」

続
い
て
は
、
Ｓ
１
Ｍ
の
機
能

紹
介
で
す
。
今
回
は
、
日
頃
問

い
合
わ
せ
が
多
い
「
レ
ポ
ー
ト

機
能
」
と
新
機
能
で
あ
る

「e-form

」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
機
能
に
つ
い
て
は
、
杏
林
舍
の

山
田
が
「
編
集
委
員
会
資
料
の
作
成
事
例
」

と
題
し
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。
資
料
に
は
大

き
く
分
け
て
「
計
画
を
立
て
る
た
め
に
現
状

を
把
握
す
る
資
料
」「
計
画
を
実
行
す
る
た
め

の
資
料
」「
取
り
組
み
の
成
果
を
検
証
す
る
資

料
」「
改
善
点
を
見
つ
け
る
た
め
の
資
料
」が
あ

り
、Ｓ
１
Ｍ
を
用
い
れ
ば
最
適
な
資
料
が
作
成

可
能
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
ま
し
た
。
講
演

後
に
は
「
デ
ー
タ
の
種
類
が
こ
こ
ま
で
豊
富

だ
と
は
知
ら
ず
、
今
ま
で
活
用
し
て
来
な
か

っ
た
。
今
後
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
運
営
の
改
善
に

役
立
て
た
い
」
等
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

「e-form

」
に
つ
い
て
は
、
杏
林
舍
の
真

鍋
が
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
著
者

同
意
書
や
利
益
相
反
申
告
書
提
出
の
依
頼
か

ら
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
送
信
、
そ
し
て
、
提
出
後

の
管
理
ま
で
一
括
し
て
Ｓ
１
Ｍ
上
で
可
能
に

な
る
こ
と
を
ご
説
明
す
る
と
「
全
著
者
か
ら

書
類
を
集
め
る
の
は
大
変
な
労
力
を
要
し
ま

す
。
す
ぐ
に
利
用
し
た
い
で
す
」
等
多
数
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

日
本
の
信
頼
回
復
の
た
め
に
、
不
正

や
著
者
教
育
を
一
緒
に
考
え
よ
う
！

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
研
究
・
出

版
倫
理
に
関
し
て
、
東
京
大
学
医
学
部
医
学

教
育
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｊ

Ｅ
（
日
本
医
学
雑
誌
編
集
者
会
議
）
組
織
委

員
会
委
員
長
の
北
村
聖
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
不
正
へ
の
対
応
に
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
日
本
の
信
頼
は
地
に
落
ち
て
い
ま
す
」

と
い
う
衝
撃
的
な
言
葉
で
講
演
は
始
ま
り

ま
し
た
。
単
に
厳
罰
に
処
す
だ
け
で
は
根
絶

に
繋
が
ら
な
い
と
い
う
こ
の
問
題
の
難
し

さ
、
そ
し
て
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
論
文
が
世
界
に
与
え

た
影
響
の
大
き
さ
を
端
的
に
言
い
表
し
て
お

り
、
真
剣
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

論
文
の
不
正
に
関
す
る
歴
史
や
最
近
の
ト

レ
ン
ド
と
そ
の
影
響
ま
で
、
幅
広
く
分
か
り

や
す
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育

者
の
立
場
か
ら
、
著
者
教
育
の
重
要
性
を
説

か
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
す
。
北
村
先
生

の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り
口
に
引
き
込
ま

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
で
し
た
。

恒
例
の
意
見
交
換
会
　

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
展
示
も

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
終
了
後
に
は
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
同
士
の
意
見
交
換
会

が
ホ
ワ
イ
エ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
者

を
狙
っ
た
悪
徳
出
版
社
（Predatory 

Publishers

）
等
の
ニ
ュ
ー
ス
お
よ
び
「
レ

ポ
ー
ト
機
能
」
や
「e-form

」
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
る
中
、
皆
さ
ん
軽
食
と

飲
み
物
を
手
に
ご
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
北
村
先
生
は
じ
め
、
講
演
を

さ
れ
た
方
々
を
囲
ん
で
盛
ん
に
意
見
を
交
換

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

今
後
も
Ｓ
１
Ｍ
ユ
ー
ザ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
は
、
継
続
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
取

り
上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ
等
の
ご
意
見
・
ご

要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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実
体
験
な
ら
で
は
の
説
得
力

ユ
ー
ザ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

特
別
講
演
に
よ
っ
て
、
研
究
・
出
版
倫
理

に
関
し
て
大
局
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
な
の
か
。
他
に

先
駆
け
て
研
究
・
出
版
倫
理
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
た
日
本
疫
学
会
の
橋
本
勝
美

氏
に
研
究
・
出
版
倫
理
を
考
え
る
上
で
重
要

な
概
念
と
実
際
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
発
表
頂
き
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
」

「
剽
窃
・
盗
用
」「
重
複
出
版
」「
利
益
相
反
」

「
倫
理
的
配
慮
」
と
は
何
か
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
て
頂
き
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「e-form

」

「CrossCheck

」「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
」「Retraction W

atch

の
サ
イ
ト
」

等
、
あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
、
徹
底

し
た
対
策
・
対
応
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、

同
じ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
者
の
方
々
に
と
っ
て

大
い
に
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

対
策
を
万
全
に
し
て
い
て
も
、
思
い
が
け

な
い
形
で
、
不
正
に
向
き
合
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発

生
し
得
る
の
か
。
公
益
社
団
法
人 

化
学
工

学
会
の
山
下
和
子
氏
に
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
に

関
す
る
実
例
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

一
口
に
「
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
」
と
言
っ
て

も
、
勝
手
に
共
著
者
の
名
前
を
外
そ
う
と
し

た
ケ
ー
ス
、
感
謝
の
意
を
示
す
た
め
研
究
や

論
文
作
成
に
携
わ
っ
て
い
な
い
恩
師
を
著
者

に
含
め
よ
う
と
し
た
ケ
ー
ス
等
、
問
題
は

様
々
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
の
か
興
味
深
く
聞
き

入
り
ま
し
た
。
実
例
だ
け
あ
っ
て
、
お
話
が

具
体
的
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に

は
、
不
正
防
止
ツ
ー
ル
「CrossCheck

」

に
関
し
て
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
の
亀
井
威
則
氏
よ
り
、
利
用
の
条
件
や

利
用
状
況
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
最
後
に
は
、
事
前
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る

形
で
、
Ｓ
１
Ｍ
に
関
す
る
最
新
情
報
を
杏
林

舍
の
鳥
海
が
解
説
い
た
し
ま
し
た
。

北村    聖

「北村先生」「George Kowal」からのメッセージです

ユーザーカンファレンスに参加させて頂きありが

とうございました。不正論文のお話をしましたが、

雑誌編集の現場で活躍されている皆さんと意見

交換ができて、むしろ自分のほうが良い勉強をさ

せて頂きました。正しい科学情報を広く発信する

ことは、文明社会の責務と考えております。これ

からも情報を交換、共有しながら発展して行け

たら良いですね。よろしくお願いします。

日本の皆様、こんにちは。

ScholarOne Manuscripts ユーザーカンファレンスに

ご来場頂き、ありがとうございました。

多くの方にご来場頂き大変嬉しかったです。

今回頂いた日本のお客様の声を、是非今後の開発・

サービスに活かして行きたいと考えています。

これからも、皆様に最高の製品・サービスを提供でき

るよう努めてまいります。何かご要望がありましたら、

何なりとご連絡ください。

George Kowal

ユーザーカンファレンス

「論文の不正」が騒がれる今こそ
考え直したい研究・出版倫理

ユーザーカンファレンス2014開催レポート



今回は、「事務局画面の各種機能」についてご紹介します。
● ダッシュボード画面の各機能と設定
● ユーザーアカウントの検索、作成、編集、マージ（統合）

● 論文情報（Manuscript Information）・履歴（Audit Trail）・
ファイル管理（Manuscript Files）の各画面内の機能

これまでの3 回と同様に、約 3 時間の少人数制で、画面
をご覧頂きながら操作方法や機能をご紹介した後、実際
に操作を行います。疑問に感じたことはその場で気軽に
ご質問頂けるような雰囲気づくりを心掛けていますので、

S1Mをご使用になられてまだ間もないユーザー様、ベテ
ランのユーザー様を問わずお気軽にご参加ください。
11月上旬に改めてメールにてご案内させて頂きますの
で、参加ご希望の方はメール内のリンクからのご登録を
お願いいたします。

ワークショップ

第4回S1Mワークショップ
12月2日（火）開催決定！

学術論文の出版における問題が世界的に増える中、国内外の研究機関
ではその対策を真剣に模索しています。一口に「問題」と言ってもその
内容や原因、背景は多種多様かつ重層的であり、CrossCheck剽窃検知
ソフトを導入すればすべての問題がすぐに解決できるわけではありませ
ん。論文を執筆する研究者はもとより、研究を支援する研究機関や研

究成果を出版する機関などが、問題の発生を防ぐために出版倫理に関
する基本的知識を身につけることが重要です。
学術出版において起こり得る問題にはどのようなものがあるのか、もし
不適切な論文が投稿された場合、それらを編集過程で見分けるにはど
んな方法があり、剽窃検知ソフトで判定できない問題はどうすればよ

いのか、そもそも著者が、問題となる論文を投稿しないようにするには
どのような対策があるかなど、様々な知識とノウハウが必要であり、最
新の手法を学び続ける努力も重要です。
学術出版倫理の対応に早くから取り組んでおられる日本疫学会様では、
問題となる論文の出版を防ぐために次のような取り組みをされています。

公正な論文を出版するための基礎知識

日本疫学会：Journal of Epidemiology（JE）の取り組み

（1）国際的な基準に則った確固たるジャーナルポリ
シーを策定

JE で は、ICMJE（国 際 医 学 雑 誌 編 集 者 委 員 会）や
COPE（出版倫理委員会）など、学術出版における問題
解決のための国際的な組織が推奨している倫理基準
を参考にして、ジャーナルポリシーを決めています。
分 か り や す い 投 稿 規 程 を 心 が け、著 者 に は
Authorship form（オーサーシップフォーム）や利益相
反申告のためのフォームの提出を義務づけています。

（2）COPE の会員になって情報を収集

COPE では剽窃・盗用や重複出版の疑いがある論文
に対応するための手順（COPEフローチャート）や出
版ガイドラインを用意している他、会員教育のため
の e-Learning やWeb セミナーも開催しており、JEは
COPEの会員になって様々な情報を収集しています。

（3）出版倫理セミナーを開催

JE では、出版倫理の専門家によるセミナーを学会員
向けや編集委員向けに開催しています。

（4）最新の出版倫理情報をアップデート

様々な問題に対応するため、JE では次のような情報
収集を続けています。

①Council of Science Editors（CSE）などの編集者会
議に出席する。

→ http://www.councilscienceeditors.org/

②Committee on Publication Ethics（COPE）のWeb
サイトで最新情報を収集したり、Web セミナーに
参加する。           → http://publicationethics.org/

③International Committee of Medical Journal 
Editors（ICMJE）のWebサイトを参照する。

→ http://www.icmje.org/

④Retraction Watch のWebサイトを参照する。
→ http://retractionwatch.com/

JEにおける問題回避のための対策

対応

対応

対応

対応

対応

論文発表される研究成果に真に貢献した人だけ
がオーサーシップとして加わることができます。
著者なのに著者に含まない（ゴーストオーサー）、
研究に直接関与していない人が名前だけ著者に
加わる（ギフトオーサー）など、不適切な著者を
含めることは問題です。

この問題を回避する一つの手段として、JEでは
S1M オプション機能の e-formを導入しています。
論文が提出された後、すべての共著者に対して
Authorship form（オーサーシップフォーム）の提
出を依頼し、すべての共著者の確認を取ってから
査読を始めるようにしています。

他人の論文から文章やアイ
ディア、データ、研究成果を
適切な引用もなく、自分の成
果として発表する剽窃・盗用
は不正行為の一つです。

JEでは、査読者や編集委員が論文審査の際に問題がないかを確認し、
さらにCrossCheckや Google Scholar にかけてそのまま出版に進めて
も問題がないかを確認しています。剽窃や盗用の疑いがある論文に
関しては、COPE（出版倫理委員会）のフローチャートを参考にして問
題解決を図っています。

オリジナリティを何より大切に
する学術研究では、研究者が
過去に発表した自分の論文の
一部を別のジャーナルに投稿
したり、同一の研究成果を複
数のジャーナルに同時発表した
りすることはできません。

JEでは、査読者や編集委員が CrossCheck、Google Scholarなど
を利用して問題がないか確認したり、Cover Letter に重複出版で
ないことを著者に確約してもらったり、オンライン投稿システムの
投稿時のチェックリストによって重複出版でないことの確認を求め
たりしています。またCrossCheckのロゴを投稿システムやホーム
ページにも掲載して、出版後に問題が起こらない公正な論文を出
版するように努めています。

利益相反とは、「外部との利害関係等によって、公的研究で
必要とされる公正かつ適切な判断が損なわれる、または損
なわれるのではないかと第三者から懸念を表明されかねな
い事態」をいいます。著者等の利益相反に関する情報を適
切に管理することが重要です。

JEでは、ジャーナルポリシーとして、利
益相反に関する情報開示項目を取り決
め、それらを全著者に申告してもらう
手 段 としてe-formにDisclosure form

（情報開示フォーム）を含めています。

ヒトを対象とする医学研究は、ヘルシンキ宣言で決められた国際的な倫理
基準に従わなければなりません。研究（実験）対象となるヒトの尊厳と人
権を守ることがその目的であり、実験動物の適切な扱いも求められます。

JEでは、編集委員が
倫理的配慮について
も確認をしています。

オーサー
シップ

剽窃・盗用

重複出版

利益相反

倫理的配慮
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編集後記
今号1面で紹介いたしましたように、S1Mユーザーカンフ
ァレンスは3回目を迎え、過去最多の参加者を得て、成功裡
に終了いたしました。これも、ひとえにユーザーの皆様の
ご支援によるものとスタッフ一同感謝いたしております。
今回のカンファレンスでは、論文の剽窃・盗用等、研究・
出版倫理を中心にプログラムを企画いたしました。ご協力
いただきましたアンケート結果では、北村先生の特別講演
や学会の出版論理の取り組みに関するユーザープレゼンテ
ーションに高い評価をいただき、所期の目的を達成した思
いです。
S1Mユーザーカンファレンスは、今後も3つの目的①S1M
の効率的な使い方・今まで気付かなかった利用法の共有、
②学術出版にまつわる最新情報と基本情報を共有、③他の
ジャーナル担当者との情報交換を主軸に継続開催し、ユー
ザーの皆様との情報共有とS1Mの利便性向上に努めてまい
ります。ご支援、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

（嶋田 朝彦）
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こんにちは！  学術ソリューショングループの山田です。すっかり秋めいてきましたね。
今回のテーマは「e-form」です。ユーザーカンファレンスでご紹介して以来、大きな
反響がありましたので改めてご紹介いたします。

利益相反や著者同意などの
情報を全著者から集められる
 「e-form」

④事務局は回答内容に問題がないことを確認し、審査を次のプロセスへ進めます。e-form では各著者宛てのリ
マインダーメールも自由に設定することができます。また S1Mを介して事務局へ全著者からの情報が集まるた
め「投稿者の負担軽減」「書類不備の減少」「論文情報とe-form への回答の一元管理」といった効果が期待で
きますよ！

例）投稿論文の確認後にe-formを設定する場合
①事務局で投稿論文の確認を行うと、 e-form の

提出依頼メールが全著者に配信されます。
②メールを受信した各著者が文中のリンクをク

リックすると、回答フォーム画面が表示されま
す。各著者は回答フォームに入力し、提出ボ
タンを押します。

③全著者から回答が提出されると、事務局に通
知が届きます。

e-formとは、投稿された論文の全著者から利益相反や
著者同意などの情報を集めるための機能です。審査フ
ローや採用後のフローの中に自由に組み込むことがで
き、設問もカスタマイズできます。

回答フォームが
表示されます

各著者が受け取ったメール
文中のリンクをクリックすると

著者A

事務局

受付完了

著者B 著者C 著者D


